
ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　

交
流
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
強
み

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
は
、
ほ
か
の
地

域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
交
流
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
行
う
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
新
潟
圏
域
ジ
オ

パ
ー
ク
意
見
交
換
会
」
が
平
成
26
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
３
月
に
は

佐
渡
を
会
場
に
開
催
し
、
「
糸
魚
川
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
「
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
」
「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
関

係
者
総
勢
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
「
新
潟
圏

域
の
災
害
か
ら
学
ぶ
～
地
球
活
動
を
理
解

し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
、
講
演
会
、
現
地
研
修
会
、

そ
し
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
は
、
登
山
や
整

備
さ
れ
て
い
な
い
海
岸
な
ど
を
歩
く
場
合

が
あ
り
、
け
が
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

現
地
研
修
会
で
は
見
ど
こ
ろ
の
海
岸
で
、

ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
、
そ
し
て

今
ま
で
実
際
に
あ
っ
た
事
例
な
ど
を
踏
ま

え
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
「
持
ち
歩
き
し
や
す
い

緊
急
時
の
連
絡
先
表
が
必
要
に
感
じ
た
」

「
救
急
セ
ッ
ト
の
準
備
・
見
直
し
が
必

要
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

で
必
要
に
感
じ
る
内
容
を
出
し
合
っ
て
共

有
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
お
い
て
は
発
生

し
た
問
題
を
ほ
か
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
意
見
交

換
を
適
宜
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
自
分
の
地
域
に
必
要
な
意
見
を

持
ち
帰
り
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
も
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
の
強
み
で
す
。

トキ野生復帰にむけて 162

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

 

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）
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2018トキ野生復帰セミナー開催！
　３月10日㈯、多摩動物公園（東京都日野市）で
トキの野生復帰を理解してもらうためのセミナー
を開催し、約200人の方に来場いただきました。
　多摩動物公園のトキ飼育員から東京の動物園と
トキとの関わりについて講演いただいたほか、環
境省の首席自然保護官から佐渡での野生復帰の取
り組みについて、タレントの大桃美代子さんから
生物多様性についてのお話をしていただきました。
セミナー後半では「今後のトキ野生復帰につい
て」をテーマとしたパネルディスカッションによ
る意見交換をしていただき、また、来場者から寄
せられた質問に答えながらトキ野生復帰について
の理解を深めていただきました。

産業観光部農業政策課
　トキ保護係（トキ交流会館内）
　☎２４―６０４０

サドッキー・ 
トキポストで大歓迎！！
　３月26日㈪、両津港佐渡汽船ターミナルでモ
ニュメントの「サドッキー」の除幕式が、28日㈬
にはトキの森公園でご当地ポスト「トキポスト」
の除幕式がそれぞれ行われ、佐渡を訪れる大勢の
方々を歓迎し、トキの野生復帰を広くＰＲするた
めに設置されました。
　除幕式の後、サドッキーやトキポストの前で多
くの方が記念撮影をする様子が見られました。

地元ガイドの案内を聞く参加者の皆さん

保育園児と一緒にトキポストの除幕式
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